












「要約」

妊婦の喫煙によって母児に与える影響は、早産、周産期死亡、低出生体重児が高率であり、

喫煙は有害であるという一致した結論に至っている。

しかし一方、受動喫煙については、データは不十分で、妊婦に与える影響については、一

致した見解は得られていない。

一般家庭においても非木造住宅やアルミサッシなどの普及により自然換気率の低下に伴い、

家庭内のタバコの煙による受動喫煙の健康影響が指摘されている。窓が開閉できない気密

性の高いインテリジェントビルの、タバコの煙による空気汚染の一日の推移を、タバコの

煙から多く発生する浮遊粉塵濃度を指標として示すと、昼休みを除き、明らかに高値を示

した。同じ、ビルに勤務する同じ人の尿中コチニン量を毎日測定すると、休暇の翌日(火

曜)は低めで、勤務日翌日(水～日)では経日的に順次高くなり、休暇明け(火曜)には低く

なった。

母が喫煙する家庭の幼児の尿中コチニン量を測定すると非喫煙群に比べて 2倍高値を示し

た。一方、幼児尿中ニコチン量は 3 倍に増加が認められる。また、IgE 値は低値を示して

いる。

今回の喫煙妊婦のタバコの本数は 1～9本/日であり、この範囲内の喫煙妊婦から出した児

体重には影響は認められない。しかし、夫も同時に喫煙しているペアーであるために、全

例がさらに受動喫煙群でもある。一方、症例 5～8 の如く、喫煙本数が 20 本/日以上では

児発育に重大な影響を与えたIUFD、新生児死亡、IUGR を認めている。

受動喫煙妊婦 A群の喫煙状態をみるとタバコの本数は数本か 40 本位までばらつきが多い。

A 群の「妊婦の前で平気で吸う」、「煙が部屋に充満している」という受動喫煙状態は、妊

婦の尿中コチニン量は喫煙妊婦に相当する多量のコチニン量を検出した。


